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平成２２年１２月６日 
 

平成２２年度中間期の自動車部品工業の経営動向 

 
（社）日本自動車部品工業会 

 
（社）日本自動車部品工業会は、平成２２年１０月１日現在での正会員企業４１１社のうち、上

場企業で自動車部品の売上高比率が５０％以上、かつ前年同期比較が可能な自動車部品専門企業８

３社の平成２２年度中間期の経営動向を各社の連結決算短信（※連結決算を行っていない企業は単独決算

短信）により集計・分析した。 
  

＜自動車メーカーの状況＞ 

 平成２２年度中間期の日本経済は、前年度後半からの新興国を中心とした景気回復の影響や先進

国での景気刺激策によりようやく一応の落ち着きを取り戻しつつあるとはいうものの、為替相場で

の円の独歩高や株価の下落等企業業績を圧迫する要因も山積しており、実体経済に関しては厳しい

情勢の中にある。 
このような中で、平成２２年度上期の自動車業界の状況についてみると、国内では政府の景気対

策のための補助金・エコカー減税等の効果もあり、一時的な需要はあった。また新興国向けを中心

に輸出についても増加したことから、自動車生産台数は前年同期に比較して回復してきた。 
この結果、国内生産としては４輪車が４７８万４千台、前年同期比２４．１％増となり、上半期

としては２年ぶりのプラスとなった。車種別にみても、乗用車、トラック、バスともに前年同期比

でプラス（乗用車+23.1％、トラック+30.4％、バス+30.6％）の結果であった。また２輪車につい

ては３１万２千台、前年同期比１４．４％増となり、４年ぶりに前年同期比でプラスに転じた。 
 しかしながら、国内のエコカー補助金については９月前半で終了しその反動減が見込まれること

や、円高の進行による輸出への影響等もあり、下期以降の情勢に関しては厳しいものになると予測

される。 
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＜部品メーカーの状況＞ 

 以上のような情勢を受け、上記自動車部品メーカー８３社の平成２２年度中間期の業績は、売

上・利益ともに前年同期から大幅に増加し、かつ全ての利益項目に関して全体で黒字となり、以下

の通りとなった。 
 ２１年度(中間期) ２２年度(中間期) 前年同期差 前年同期比 

売 上 高 ７兆３９９２億円 ９兆５７４１億円 ＋２兆１７４９億円 ＋２９．４％ 

営 業 利 益 －３０９億円 ６５６８億円 ＋６８７６億円 － 

売上高営業利益率 －０．４％ ６．９％ ＋７．３％ － 

経 常 利 益 －２６９億円 ６４２３億円 ＋６６９１億円 － 

売上高経常利益率 －０．４％ ６．７％ ＋７．１％ － 

当 期 利 益 －１３２９億円 ３７８５億円 ＋５１１４億円 － 

売上高当期利益率 －１．８％ ４．０％ ＋５．７％ － 

 
 売上高は、平成２１年度上半期が、自動車各社の生産の底であったことや、エコカー減税や補助

金等の効果もあり、国内生産が増加したこと。また輸出・海外生産についても新興国を中心に増加

傾向であったことなどから、前年同期比で２９．４％の増収となった。 
  
利益に関しては、一昨年後半から各社が合理化や生産体制の再編等様々なコスト削減策を行って

きた中で、生産数・売上が大幅に増加したことが大きく寄与し、結果として売上原価と販売費・一

般管理費の売上高に占める割合が相対的に減少した。このようなことから赤字であった前年同期に

対して営業利益以下全ての項目で大幅に改善され、黒字となった。 
 
設備投資の動向を見ると、各社の投資抑制を反映して、有形固定資産取得のための支出は前年同

期比△１５．６％と減少し、減価償却費に関しても△１３．４％の減少となった。 
借入金依存度に関しては、昨年度末の１９．５％に対して３．５ポイント改善され、今回の調査

では１６．０％となった。ただし、過去１０年間で も低かった平成１７年度では１２．５％であ

り、それとの比較では依然として３．５ポイント高い水準にある。 
 
 平成２２年度通期の各社の業績見通しに関しては、年度全体では２１年度に対して増収・増益の

予測ではあるものの、おもに上期での前年度からの改善によるものであり、１０月以降では補助金

の終了や、海外での完成車在庫の増加等生産動向が不透明であること、また円高の進行やそれに伴

う株価の下落等も不安要素としてあり、下期だけを比較した場合には、２１年度に対して減収・減

益の予測となっている。 
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平成２２年１２月６日 

 

自動車部品工業の経営動向【数値情報】 
－主要上場企業８３社の平成２２年度中間期の連結決算状況－ 

 
１． 対象企業 

平成２２年４月から平成２３年３月までに決算期のある正会員上場企業で、売上高に占める自動車部品

比率が５０％以上の企業８３社を対象とした。 
     
 
２． 経営分析の方法 

各社の連結決算短信（連結決算を行っていない企業は単独決算短信）による。 
 
３． 決算状況 

 
（１） 全体集計結果 

 ２１年度(中間期) ２２年度(中間期) 前年同期差 前年同期比 

売 上 高 ７兆３９９２億円 ９兆５７４１億円 ＋２兆１７４９億円 ＋２９．４％ 

営 業 利 益 －３０９億円 ６５６８億円 ＋６８７６億円 － 

売上高営業利益率 －０．４％ ６．９％ ＋７．３％ － 

経 常 利 益 －２６９億円 ６４２３億円 ＋６６９１億円 － 

売上高経常利益率 －０．４％ ６．７％ ＋７．１％ － 

当 期 利 益 －１３２９億円 ３７８５億円 ＋５１１４億円 － 

売上高当期利益率 －１．８％ ４．０％ ＋５．７％ － 

 
 ２２年度(中間期) 
 増加 減少 合計 
売 上 高 ８３社  ０社 ８３社 
営 業 利 益 ８３社 ０社 ８３社 
経 常 利 益 ８３社 ０社 ８３社 
当 期 利 益 ８０社 ３社(3) ８３社(3) 

※赤字幅が縮小した場合は「増加」、赤字幅が拡大した場合は「減少」に含める 
※（  ）内は赤字計上会社数 
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① 売上高と営業利益の動向 

  営業利益 
増益 減益 計 

 
売上高 

増収 ８３社 

(100.0%) 

０社 

(0.0%) 

８３社 

(100.0%) 

減収 ０社 

(0.0%) 

０社 

(0.0%) 

０社 

(0.0%) 

計 ８３社 

(100.0%) 

０社 

(0.0%) 

８３社 

(100.0%) 

（  ）は構成比       
② 売上高と経常利益の動向 

  経常利益 

増益 減益 計 

 

売上高 

増収 ８３社 

(100.0%) 

０社 

(0.0%) 

８３社 

(100.0%) 

減収 ０社 

(0.0%) 

０社 

(0.0%) 

０社 

(0.0%) 

計 ８３社 

(100.0%) 

０社 

(0.0%) 

８３社 

(100.0%) 

（  ）は構成比       
③ 売上高と当期利益の動向 

   当期利益 

増益 減益 計 

 

売上高 

増収 ８０社 

(96.4%) 

３社 

(3.6%) 

８３社 

(100.0%) 

減収 ０社 

(0.0%) 

０社 

(0.0%) 

０社 

(0.0%) 

計 ８０社 

(96.4%) 

３社 

(3.6%) 

８３社 

(100.0%) 

（  ）は構成比       
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（２） 収益構造 

 ２１年度(中間期) ２２年度(中間期) 

科目 金額(億円) 構成比 金額(億円) 前年同期差 前年同期比 構成比 構成変化

売上高 73,992 100.0% 95,741 +21,749 +29.4% 100.0% 0.0％

売上原価 66,442 89.8% 80,549 +14,107 +21.2% 84.1% -5.7％

販売費及び一般管理費 7,858 10.6% 8,624 +765 +9.7% 9.0% -1.6％

営業利益 -309 -0.4% 6,568 +6,876 － 6.9% +7.3％

営業外収益 799 1.1% 834 +35 +4.4% 0.9% -0.2％

営業外費用 759 1.0% 979 +220 +29.0% 1.0% 0.0％

経常利益 -269 -0.4% 6,423 +6,691 － 6.7% +7.1％

特別利益 109 0.1% 165 +56 +51.9% 0.2% 0.0％

特別損失 795 1.1% 509 -285 -35.9% 0.5% -0.5％

税金等調整前当期利益 -955 -1.3% 6,079 +7,033 － 6.3% +7.6％

当期利益 -1,329 -1.8% 3,785 +5,114 － 4.0% +5.7％

 

（３） 所在地別の売上高、利益の状況 

所在地 売上高(億円) (注 1) 前年度比 営業利益(億円) 前年度比 利益率 
日本 ３９，０３０ ＋２３．９％ １，９６０ － ５．０％

海外 

北中南米 １１，７２０ ＋３６．１％ ４２７ － ３．６％

欧州 ３，６１４ ＋７．０％ ７８ ＋７０４．１％ ２．２％

アジア １３，４８４ ＋４８．６％ １，７０２ ＋１０４．６％ １２．６％

分類不可等 １，０５２ ＋３６．５％ １１０ ＋９５５．４％ １０．５％

（消去）  （－７，７５８） － （－６０） － － 
合計  ６１，１４２ ＋２９．０％ ４，２１７ － ６．９％

↑ 
売上額としては今回の集計全体の６３．９％をカバー 
 

（注1） 地域別業績を発表しない企業（２５／８３社）が増えたため所在地別の売上・利益につい

ては、地域別セグメントを発表した５８社での傾向値として掲載。 
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（４）設備投資の動向（設備投資と関係の深い有形固定資産取得のための支出額、減価償却費を集計） 

     ※決算短信でキャッシュフローを記載している６１社での数値 
① 有形固定資産（一部無形固定資産を含む）取得のための支出額 

 ２１年度(中間期) ２２年度(中間期) 前年同期比 

有形固定資産取得のた

めの支出額(億円) 
３，４４７ ２，９０９ －１５．６％

② 減価償却費 

 ２１年度(中間期) ２２年度(中間期) 前年同期比 

減価償却費(億円) ４，６４８ ４，０２４ －１３．４％

 
（５）借入金依存率の動向 ※Ｈ２１年度末時点との比較 

 ２１年度末 ２２年度(中間期) 前年度末比 

借入金依存率（％） １９．５％ １６．０％ －３．５％

 

 

４．平成２２年度通期の業績見通し 

 （１）全体の業績見通し（対前年度） 

 ２１年度 ２２年度見通し 前年度差 前年度比 

売 上 高 １６兆９０２３億円 １８兆７４５３億円 ＋１兆８４３０億円 ＋１０．９％

営 業 利 益 ５９０７億円 １兆１０５３億円 ＋５１４６億円 ＋８７．１％

売上高営業利益率 ３．５％ ５．９％ ＋２．４％ －

経 常 利 益 ６１９１億円 １兆０８８１億円 ＋４６９０億円 ＋７５．８％

売上高経常利益率 ３．７％ ５．８％ ＋２．１％ －

当 期 利 益 ２０９１億円 ６３１０億円 ＋４２１９億円 ＋２０１．８％

売上高当期利益率 １．２％ ３．４％ ２．２％ －

 
（２）全体の業績見通し（対年度当初予測） 

 年度当初 今回見通し 年度当初差 年度当初比 

売 上 高 １７兆７７７８億円 １８兆７４５３億円 ＋９６７５億円 ＋５．４％

営 業 利 益 ８３７６億円 １兆１０５３億円 ＋２６７７億円 ＋３２．０％

売上高営業利益率 ４．７％ ５．９％ ＋１．２％ －

経 常 利 益 ８３６４億円 １兆０８８１億円 ＋２５１７億円 ＋３０．１％

売上高経常利益率 ４．７％ ５．８％ ＋１．１％ －

当 期 利 益 ４７３０億円 ６３１０億円 ＋１５８０億円 ＋３３．４％

売上高当期利益率 ２．７％ ３．４％ ＋０．７％ －
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 ５．平成２２年度下期の業績見通し（年度の予測から上期実績を差し引いたもの） 

 （１）上期との比較 

 上期実績 下期見通し 上期実績差 上期実績比 

売 上 高 ９兆５７４１億円 ９兆１７１２億円 －４０２９億円 －４．２％

営 業 利 益 ６５６８億円 ４４８５億円 －２０８２億円 －３１．７％

売上高営業利益率 ６．９％ ４．９％ －２．０％ －

経 常 利 益 ６４２３億円 ４４５８億円 －１９６５億円 －３０．６％

売上高経常利益率 ６．７％ ４．９％ －１．８％ －

当 期 利 益 ３７８５億円 ２５２５億円 －１２６０億円 －３３．３％

売上高当期利益率 ４．０％ ２．８％ －１．２％ －

 

 （２）前年度下期との比較 

 ２１年度下期実績 ２２年度下期見通し 前年同期差 前年同期比 

売 上 高 ９兆５０３１億円 ９兆１７１２億円 －３３１９億円 －３．５％

営 業 利 益 ６２１５億円 ４４８５億円 －１７３０億円 －２７．８％

売上高営業利益率 ６．５％ ４．９％ －１．６％ －

経 常 利 益 ６４５７億円 ４４５８億円 －１９９９億円 －３１．０％

売上高経常利益率 ６．８％ ４．９％ －１．９％ －

当 期 利 益 ３４１９億円 ２５２５億円 －８９４億円 －２６．２％

売上高当期利益率 ３．６％ ２．８％ －０．８％ －

 
 ６．全体の業績動向見通し 

 ２１年度実績 ２２年度見通し 

 増加 減少 合計 増加 減少 合計 

売 上 高 １社 ８２社 ８３社 ８１社 ２社 ８３社 

営 業 利 益 ６２社(5) ２１社(7) ８３社(12) ８２社(0) １社(0) ８３社(0)

経 常 利 益 ６２社(7) ２１社(6) ８３社(13) ７９社(0) ４社(0) ８３社(0)

当 期 利 益 ６６社(15) １７社(11) ８３社(26) ７８社(3) ５社(0) ８３社(3)

 ※赤字幅が減少する場合は「増加」、赤字幅が拡大する場合は「減少」に含める。 
 ※（  ）内は赤字［２２年度は赤字予測］会社数 

 
全体の業績動向見通し（売上高と経常利益の動向） 

  経常利益 
増益 減益 計 

売上高 

増収 ７８社 ３社 ８１社 

減収  １社 １社  ２社 
計 ７９社 ４社 ８３社 

以上 
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（月次）（備考）円･ドル、円･ユーロとも月末のニューヨーク市場の終値。10年11月に関しては 新値は11/15終値）
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６ヶ月平均値

（円／米ドル） （円／ユーロ）
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毎月終値



主要原材料価格の動向

(社)日本自動車部品工業会

１．熱延薄板 ２．冷延薄板

３．鉄屑（特級Ｈ２） ４．ステンレス

平成22年12月6日
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千円／トン 熱延薄板(東京地区） 価格の推移

※高値のデータを使用。

千円／トン

冷延ステンレス鋼板(東京地区） 価格の推移

※中心値のデータを使用。
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千円／トン 鉄屑(東京地区）価格の推移

※高値のデータを使用。
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※中心値のデータを使用。

冷延薄板(東京地区） 価格の推移



５．アルミニウム ６．銅

７．鉛 ８．ナフサ

※日刊鉄鋼新聞「過去の市中相場」（熱延薄板、冷延薄版、鉄屑、ステンレス、アルミニウム、銅、鉛）、 ｢財務省貿易統計｣（ナフサ）より、部工会 作成
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千円／トン アルミ地金 99.7％(東京地区）価格の推移

※高値のデータを使用。
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千円／トン 電気銅(東京地区）価格の推移

※高値のデータを使用。
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電気鉛(東京地区）価格の推移

※高値のデータを使用。
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千円／ｋＬ ナフサ価格の推移

※21年4月のデータは速報値（21年1－3月は確報値、20年以前は確定値）。
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